
12Vol.
2012
WINT E R
2012

都市局まちづくり広報誌

道でつながる、人、くらし。
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
道
路
の
復
旧
が
早
期
に
行
わ
れ
、

緊
急
車
両
や
救
援
物
資
の
輸
送
車
が
現
場
を
行
き
交
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
様
子
を
目
に
し
て
、
道
路
の
機
能
に
つ

い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
始
ま
り
、
現
在
に
い

た
る
ま
で
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。
人
や

物
、
情
報
を
自
由
に
運
ぶ
こ
と
で
、
通
勤
、
通
学
、
買
物

な
ど
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
下
に
は
、
公
共
空
間
と
し
て

電
気
や
ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
、
地
下
鉄
や

モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
収
容
す
る
ほ
か
、

災
害
時
に
は
避
難
路
を
確
保
し
、
消
防
や
救
急
活
動
、
復

旧
支
援
の
場
と
し
て
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。
道
路
は
、
国
土
の
す
み
ず
み
ま
で
張

り
巡
ら
さ
れ
た
唯
一
完
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
と

も
に
、
ま
ち
と
し
て
の
骨
格
を
形
成
す
る
、
私
た
ち
の
生

活
に
不
可
欠
な
も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
道
路
の
、
意
外
な
機
能

と
役
割
を
考
え
る
と
と
も
に
、
大
切
な
道
路
の
安
心
・
安

全
を
守
る
、
地
域
と
行
政
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　日ごろ、私たちがくらしの中で使っている、道。この、
道＝道路が、実は私たちの安全な生活を守るために重要
な機能と役割を持っていることを知っていますか？
　今号は、道路の意外な働きについてご紹介します!

安全な生活を支える
  

交
通
機
能
と
、
公
共
の
空
間
機
能
を
合
わ
せ
持
つ

〝
唯
一
完
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞

　道路は、災害時に重要な役割を果たします。
緊急交通路として、救急車や消防車などの緊
急車両の円滑な活動を可能にするほか、火災
のときには延焼を防いだり、地震時には避難
路や退避場所にもなります。
　現在計画的に行われている道路の整備は、
交通に関する対応だけではなく、災害時にお
ける対策のためでもあるのです。

　大規模な地震や災害が発生した場合には、救命活動や物
資輸送を行う緊急車両の通行を確保するため、高速道路や
国道などの主要な道路が「緊急交通路」の予定路線として都
道府県警察によりあらかじめ指定されています。
　写真のように、なまずの絵や災害時規制標識などがある
道路は「緊急交通路」に定められていて、災害時には、消防
車や救急車などの特別な車しか通ることができません。

　道路の地下には、電気やガス、上下水道、
電話線などの、さまざまなライフラインが収容
されているほか、地下鉄やモノレールなどの
公共交通機関、地下街、地下駐車場などの公
共公益施設にも活用されています。
　また、電線類を地中化し、電柱を撤去する
作業が順次進められ、まちの景観を美しくす
ることにも繋がっています。

　自転車は、運転免許がいらないものの、道路交通法では「軽車両」に分類されて
います。したがって、「自転車及び歩行者専用」の道路標識（右図）が設置されてい
るような自転車の通行が認められた歩道を除き、本来は車道の左側を走ることが定められています。
　しかし、車の交通量が多く車道に出ることが危険なときなど、歩道を走らざるを得ない場合には、
歩行者を優先して、歩道の車道寄りの部分を徐行することが必要です。

災害時には防災空間として
実力を発揮！

なまずの絵や標識が目印！
災害時には交通規制を行います

道路の地下空間を利用して
ライフラインを収容

再確認！ 
自転車の交通ルール

これらの看板が
ある道路は、緊
急車両が通るた
め、復旧作業も
他の道路より優
先されます。

「自転車及び歩行者
専用」の道路標識

通
常
時
の
標
識

災
害
規
制
時
の
標
識

す。。
は、

１３

２

４

安全な生

す
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皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
し
か
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

　
「
地
域
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
、
と
い
う
想
い

で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
」と
、
自
治
会
長
の
武
井
さ

ん
。
平
成
９
年
に
は
、
長
年
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
歩
道
整
備

の
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
。「
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」と
、
土
地
を
無
償
で

提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
一
軒
一
軒
説
得
し
て
回
り
ま
し
た
。
す

る
と
、
武
井
さ
ん
の
熱
意
が
広
く
伝
わ
り
、
道
路
の
両
側
に
歩
道

が
実
現
。
そ
の
活
動
が
、
歩
道
橋
や
駐
輪
場
の
整
備
に
も
つ
な
が
り
、
地
域

の
人
た
ち
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、
平
成
20
年
、
五
関
自
治
協
力
会「
ロ
ー
ド
サ

ポ
ー
ト
制
度
」の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　
「
皆
の
意
識
も
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
若
い
世
帯
の

人
も
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
武
井
さ
ん
。「
汗
を
か
く
と
き
は
思
い
切
り
汗
を

か
く
。
皆
で
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
五
関
を
、
桜
区
を
、
そ
し

て
さ
い
た
ま
市
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

道
路
を
清
掃
し
守
っ
て
い
く
活
動
が
、
地
域
の
快
適
な
暮
ら
し
や
絆
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
車
や
歩
行
者

が
安
全
で
円
滑
に
通
行
し
、
住
民
の

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
毎
日
点
検

を
し
て
い
ま
す
。
路
面
だ
け
で
な
く

縁え
ん

石せ
き

、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
標
識
の
破

損
、
落
下
物
な
ど
を
発
見
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
処
置
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
道
路
の
点
検
項
目
に

は
、
路
面
清
掃
や
雑
草
の
刈
り
払
い
、

側
溝
の
詰
ま
り
、
街
路
樹
の
剪せ

ん

定て
い

、

除
雪
な
ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
維

持
管
理
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　さいたま市では、市民の皆さんと二人三脚で、安全で快適な道路の整備を進めています。
今回取材した「ロードサポート制度」の活動では、清掃することで道路への愛着が高まり、
地域のコミュニティが深まっている様
子が印象的でした。普段何気なく通っ
ている道路は、私たちの生活もつない
でくれているのですね。

砂利を敷いて、路面を
整えている様子。応急処
置できるものは、職員が
行います。

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

安
全
な
道
路
を
目
指
す

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

作業は、ゴミ拾
い、雑草刈り、砂
利の取り除きなど。
タバコの吸殻の多
さが目立ちます。
活動の最初と最後
は、花壇に集合し
ます。

皆
で
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ば

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

　

私
た
ち
の
安
全
な
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
し
て
い
る
道
路
。
そ
の
道
路
が
、
も
し
壊
れ
た
り

機
能
し
な
く
な
る
と
、
大
き
な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
特
集
後
半
で
は
、「
私
た
ち
の
大
切
な
道
路
だ
か
ら
こ
そ
、
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
想
い
で
活
動
を
し
て
い
る
、
地
域
と
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
の
朝
８
時
過
ぎ
に
は
、
箒ほ

う
きや
塵ち

り

取と

り
を
持
っ
た
人
た
ち

が
次
々
に
道
路
に
出
て
き
ま
す
。
そ
の
数
、
お
よ
そ
30
人
。
桜
区

の
五
関
自
治
協
力
会
で
は
、「
さ
い
た
ま
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
」

に
登
録
し
、
月
に
１
回
、
地
域
ぐ
る
み
で
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
清
掃
範
囲
は
、
大
久
保
公
民
館
を
中
心
と
し
た
県
道

57
号
さ
い
た
ま
鴻
巣
線
の
約
1.2
㎞ 

。
自
治
会
長
の
武
井
さ
ん
か
ら

連
絡
事
項
を
確
認
し
た
後
、花
壇
の
手
入
れ
と
道
路
の
掃
除
が
い
っ

せ
い
に
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
枯
れ
葉
や
小
石
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
が
歩
道
に

た
く
さ
ん
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て「
シ
ャ
ッ
、
シ
ャ
ー
ッ
」と
箒
の
音
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
、

み
る
み
る
う
ち
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
近
所
の
お
じ

さ
ん
お
ば
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
に
も
、

み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
家
族
の

会
話
も
増
え
ま
し
た
」と
親
子
で
参
加
し
て
い
る
鈴
木
さ
ん
。

近
所
の
人
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら

地
域
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

五関自治協力会
　五関自治協力会の会員数は、約520世帯。
安心・安全な環境を目指して、月1回の「ロード
サポート制度」の活動とともに、防犯パトロー
ル、防災訓練など積極的な活動をしています。
2か月に1回行われるゴミゼロ作戦は、15年前
にスタート。毎回、会員の8割が参加するビッ
グイベントに成長しました。活動を記録した広
報誌も、毎月発行しています。

訪ねたのは
…

　掃除をしていることで、参加
しない人でも汚さないで大事
に使ってくれるようになり、や
りがいがあります。
　日ごろから協力し合えば、
何かあったときに団結できて戦
力になるのだと思います。

　和気あいあいと、
雑談しながらやる
のも楽しみのひと
つです。

　ゴミが多くて大
変だけど、楽しい！

黒澤さん

渡辺さん（左）　会長の武井さん（右）

高橋さん

優ちゃん（左）、
蒼太ちゃん（右）

地域と行政が連携して、快適な道路環境をつくる

ロードサポート制度とは？

　さいたま市では、市が管理する道路において、ボラン
ティアで清掃美化活動を行う住民団体を募集しています。
　参加できるのは、町内会や老人会、商工会、地域住
民の有志など、道路愛護活動
に意欲的な概

おおむ

ね10名以上の
団体で、概ね100m以上の区
間について、原則月1回以上
の活動ができる団体です。

　きょうは、花壇に花を植えています。夏の暑
いときは大変ですが、バス停で待っている人が
「道路がきれいになって気持ちが良いです」と
声をかけてくれると、やって良かったと思います。

（西・北・大宮・見沼・岩槻区） ☎646-3223
（中央・桜・浦和・南・緑区） ☎840-6224

道路維持課問
合
せ

▲道路パトロールカー。
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さ
い
た
ま
新
都
心
で
は
、
ま
ち
び
ら
き

前
の
平
成
９
年
２
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
都
市
宣
言
」を
行
い
ま
し

た
。
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
障
害
の
あ

る
人
も
外
国
人
も
、
訪
れ
る
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
都
心
に
は
、
幅
が
広
く
段
差
の
な
い

歩
行
者
デ
ッ
キ
や
視
覚
障
害
者
用
音
声
誘

導
装
置
、
車
椅
子
が
向
き
を
変
え
ず
に
乗

降
で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
設
備
を
活
用

し
て
も
ら
い
新
都
心
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
ま
ち
び
ら
き
当
初
よ
り
「
さ
い
た

ま
新
都
心
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
ち
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
継
続
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
都
心
の
施
設
案
内
の
ほ
か
、

補
助
器
具
の
貸
出
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
、
駅
前
の
飾
り
つ
け
な
ど
多
彩
。
こ

う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
ふ
れ
あ
い
の
場
が

生
ま
れ
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

が
実
現
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

快
適
に
す
ご
せ
る
ま
ち
へ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

　バリアフリー法（注）が制定
されて5年。交通機関や公共
施設などでは着実にバリアフ
リー化が進められていますが、
ハード面だけを整備しても携
わる人の意識が高まらなけれ
ば、本当の意味でのバリアフ
リーとはいえません。人が支
えることでハード、ソフト両
面でのバリアフリー化を実現
しているさいたま新都心の取
り組みをご紹介します。

　さいたま新都心では、多くの人にバリアフリーへの意識を高
めてもらうために、学校やグループ向けに障害者の擬似体験、
施設の見学会などを行っています。取材した日は、中尾小学
校の体験日。ボランティアが説明や介助を行い体験が進む中、
子どもたちからは「車椅子を動かすのって難しい」「目が見えな
いことがこんなに怖いなんて」などの声が上がります。障害の
ある人が近くで困っていたらどう手助けすればよいか、実際に
体験をすることで、具体的に理解できたようです。

　けやきひろば１階プラザ2では４月から11月まで毎月１回、童謡や唱歌
などを合唱する「歌声ひろば」が開かれています。約６年前から始まり最
初は10～20人程度でしたが、誰でも参加でき、初めて一人で行っても大
勢で合唱することで一体感が味わえ楽しめるとあって、今では800人以上
も集まるまでになりました。見沼区からバスと電車を乗り継いで来る人や、
ここで知り合った仲間との交流を楽しみにしている人もいます。プログラ
ム作成、会場設営、進行などはすべてボランティアが担当。イベントを通
して幅広い年齢層が集える、ソフト面のバリアフリーを目指しています。

　ボランティアは、現在60数名が登録しています。
新メンバーは、「新しいことを覚えて、新鮮！」「こ
んな世界、知らなかった！」とイキイキと活動。立
ち上がりからのメンバーも多く、「市の取り組みを
支えていることを誇りに、モチベーションを落とさ
ず続けていきたいです」と意気込みます。

ご存知でしたか？

歌声ひろば
歌を通じて交流が広がる
けやきひろばの名物イベント

施設見学と擬似体験学習
バリアフリー設備や
サポートの大切さを実感

（注） バリアフリー法…高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

点字ブロック・
雨よけシェルター

絵記号
「誰もが一目でわかる案内板」

　さいたま新都心駅の周辺から北与野駅までつながる、
２階部分に設置された広くフラットな歩行者デッキ。
車道や信号を通ることなく、高齢者やベビーカーでも
安全に主要な施設に行くことができます。

新都 北与
広いフラットな「歩行者デッキ」
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問合せ

　さいたま新都心のバリアフリー活
動の拠点となっているのが、けやき
ひろば１階の「ふれあいプラザ」。ボ
ランティアが常駐し、案内や手助け、
見学、体験などを受け付けています。
http://www17.ocn.ne.jp/~furepura/

ふれあいプラザふれあい
☎600-3193
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本
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に
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ま
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ん
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、
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み
ま
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ん
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？

目隠しして
見えない状態で
歩くのって、大変！

ここに
聞こう!

さいたま新都心の
バリアフリー実例

車椅子対応
自動販売機・公衆電話

ボランティア60数名が
イキイキと活動！

音声誘導装置

 人の心が支える
「バリアフリー」のまち



まちづくりは現在進行中!!

　1日平均約3万人の乗降客に利用されているＪＲ埼京線の南与野駅。埼玉大学の最寄り駅で、学生の姿も多い
この駅のホームからは、晴れて空気の澄んだ日には美しい富士山を眺めることができますが、かつては駅前も未
整備で、田畑や狭い道などの風景も目立つ地域でした。
　南与野駅西口地区の土地区画整理事業が開始されたのが、平成7年8月。広い駅前広場が整備され、長年懸
案事項だった路線バスの駅乗り入れも可能となり、平成19年11月には北側地区を中心に「まちびらき」を迎えま
した。この駅前広場の地下には、小学校のプールの約
50杯分もの雨水調整池が設置され、浸水の危機からま
ちを守る役割を果たします。また、「豊かな緑につつま
れた公園のようなまち」をテーマに、駅前には鈴谷西公
園が完成しました。駅東口の目の前にも鈴谷東公園が
あり、公園に挟まれている駅は市内でも南与野駅だけ
かもしれません。10数年前は田畑であった場所に、今
では整備された広場が広がりますが、まちづくりは現在
も進行中。これから先の10数年後には、どのようなま
ちの姿になっているのでしょうか。

田畑や狭い道が広場に変身

南与野駅西口地区（中央区）

い ま む か し

埼大通り
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東
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この広報誌「korekara」第12号は10,000部作成し、1部あたりの印刷経費は47円です（デザイン・企画の経費を含みます）。

「korekara」 編集後記
◆第12号発刊です。ロードサポート制度の取材に同行し、道路の清掃美化活動を体験しま
した。できることから始め、そして広げていくことの大切さを改めて感じました。（島﨑）
◆年の瀬に発行する初めての「korekara」。もはや恒例行事の侃

かん

々
かん

諤
がく

々
がく

、喧
けん

々
けん

囂
ごう

々
ごう

の追い
込み作業に励みました。「道路」と「ロード」。考えるほどに奥が深いテーマです。（堀田）

◆「さいたま新都心」は個人的に特に好きなまち。バリアフリーのまちとして紹介すること
ができて嬉しく思います。ぜひ普段の買い物も視点を変えて歩いてみて下さい♪（後藤）

ホームページへアクセスを！
「『korekara』WEBサイト」では、誌面の紹介のほか、編集のこぼれ話や
まちづくりに関する話題などを随時更新中。ぜひご覧ください！
また「korekara」は、皆さんの声を反映させた誌面づくりを目指しています。
ご意見やご感想、ご要望などをぜひお寄せください。

■ あて先：〒330-9588　さいたま市浦和区常盤6-4-4　 都市総務課あて
　　　　　　　　　　　  TEL：829-1394　　FAX：829-1979
　　　　　　　　　　　  Eメール：toshi-somu@city.saitama.lg.jp

さいたま市　korekara 検索
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